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共生社会経済学科



共生社会経済学科では、経済学をベースに共生社会について学びます。
社会に生きる人びとの多様性に対する理解を深め、共感する力＝「共感力」を磨き、
教室での学びと現場での実践の双方から、共生社会について具体的に考えます。

充実した講義科目とともに、
フィールドワーク（現場での調査や体験）なども取り入れた多彩な学びを用意しています。

現実に即した課題発見・解決の力を身に付けることを目指します。

　経済学の基礎的な理論を学
び、その基本的な考え方を身
につけます。また、共生社会
を考える上で重要な、経済の
現状や動向および歴史につい
ても理解を深めます。

　貧困や格差、ジェンダーや
民族間の差別など、社会で起
きているさまざまな問題を学
び、解決のための取り組みや
政策、制度について考えます。

　演習など少人数による科目はもちろん、講義科目でも同じ
学科の仲間と多く接します。切磋琢磨し、支えあいながら、
共に真摯に学ぶ環境で、大学生としての成長をより確かなも
のとして実感できるでしょう。

小規模な学科の特徴を生かした教育

　専門教育科目の2つの軸となる「経済系」と「共生社会系」
を、入門科目から応用科目へと体系的に積み重ねて学びます。
現実の生活に即した問題を、経済学の視点にくわえて、さま
ざまな視点から考えられる力を身に付けます。

入門科目から応用科目へと体系的に学習

❶ ❷経済系 共生社会系

❸ ❹

共生社会経済学科の

転換の時代に
　私たちの社会には、性別、年齢、国籍、民族、出身地域、身体条件などが異なり、また

価値観や利害関係も異なる、多様な人びとが生きています。そうした違いを超えて、人びと

が互いを尊重し、誰もが幸福で豊かな人生を歩めるような社会。「共生社会」と私たちが呼ぶ、

そんな社会をつくるためにはどうしたらよいのか、共生社会経済学科は問い続けてきました。

　2009年、経済学を基礎にしてこの問いに取り組むための学科として、共生社会経済学科

は産声をあげました。その時すでに、私たちの社会は、少子高齢化により労働や社会保障の

仕組みを大きく見直さなければならない時期を迎えていました。同時に、グローバル化によっ

て、人の交流とモノの流通はもはや一国単位では捉えることが難しくなりました。その後、状

況は加速度的に進行し、持続可能かつ国境を越える普遍性をもった社会・経済システムの構

想が、不可避な状況になったと言えるでしょう。私たちは今、間違いなく新たな社会制度を構

築すべき歴史の転換点に立っているという実感を持つべきです。

多様な学びと現場の往復
　そのためには、なによりもまず正しい知識をもとに、論理的な思考をめぐらすことができる

学問的な力が必要です。共生社会経済学科では、経済学の基礎はもちろん、社会保障や社

会福祉、グローバル経済や財政について、その仕組みをしっかりと学びます。

　他方で、そうした学問的思考を「共生社会」の構想に繋げていくためには、自分とは異な

る立場に置かれた人びとの人生に対する想像力が必要です。多様性の理解なくしては「共生」

を考えることもできないからです。そのために私たちの学科では、さまざまな社会問題につい

ても深く学びます。世代間や地域間の格差、マイノリティへの差別、そして 2011年 3月 11 

日以降、東北の地が今なお抱える困難。こうした問題の考察を通して、現在とは異なった、

より良いシステムを作るための想像力を養います。

　さらに、教室で学んだ知識を実際に社会生活の現場で活かし、同時に現場から考察すべ

き課題を教室へと持ち帰るために、フィールドワークや演習の授業、ボランティアなど、キャ

ンパスの外で学ぶ機会もさまざまに用意されています。

ともに「共生社会」へ
　本学科では、こうした学びを通して、多くの学生たちがまだ見ぬ「共生社会」の姿を思い描き、

模索を続けてきました。それは決して易しくはなく、未だ道半ばではあります。しかし、それで

も挑戦する価値のある課題であり、なにより自分自身の人生をより豊かなものにしてくれます。

私たちはそう考え、これからも皆さんと共にその課題に取り組み続けたいと願ってやみません。

学科教員一同



　共生社会経済学科では、経済学を身につけるための科目と、社会問題について考えるための科目の両

方を、1年生のうちからしっかりと学べます。2年生からは演習科目とフィールドワーク科目による、よ

り深い、また現場に根ざした学びが始まります。2016年度からはe-learningも導入。パソコンやスマー

トフォンを用いた問題演習やレポートチェックで皆さんの学習をサポートします。



　2030 年、日本は総人口の３分の
1を高齢者が占める「超高齢社会」
になります。超高齢社会では経済成
長に大きな影響が生じるとともに社
会を支えるための若い世代の負担が
増え、「世代間格差」の問題がいっ
そう深刻になることが予想されます。
将来世代へのツケ（負担）を先送り
にしている現在の社会・経済システ
ムは持続不可能です。加齢経済論で
は超高齢社会における経済成長と世
代間格差の問題に経済学の視点か
らアプローチします。

　「グローバリゼーション」という言
葉は1990 年代頃から頻繁に使用さ
れるようになりましたが、その起源
は大航海時代にまでさかのぼること
ができます。また、グローバリゼー
ションはスペイン、ポルトガル、イギ
リス、アメリカなどの欧米諸国によっ
て主導されてきました。この授業で
は、現代のグローバリゼーションを
歴史的視点から考察していく上で必
要となる欧米経済史の基本的概念・
用語について講義していきたいと思
います。

　今日の日本の就業構造や大卒者の
キャリアをみるかぎり、老若男女を
問わず「労働」に従事することが求
められています。しかし、その労働
をめぐっては、長時間にわたる過酷
な労働や働いてもなお貧困であると
いった問題などが起きています。さら
に、技術の進歩によって、労働の中
身も日々刻々と変化しています。労
働経済論では、労働に関する様々な
テーマを取り上げつつ、より良い働
き方を実現・追求するための方策を
考えていきます。

加齢経済論

経 済 史 労働経済論

超高齢社会をどう乗り越えるか

歴史的視点からグローバリゼーションを考える 「働くこと」と向き合おう

佐藤 康仁 教授
【担当講義】 加齢経済論Ⅰ・Ⅱ
【ゼミのテーマ】 加齢経済研究 

佐藤 純 教授
【担当講義】 経済史Ⅰ・Ⅱ
【ゼミのテーマ】 パックス・ブリタニカの
　　　　  　  金融・経済的基盤を理解する

宮地 克典 准教授
【担当講義】 労働経済論Ⅰ・Ⅱ
【ゼミのテーマ】 「労働」をめぐる様々な
　　　　　 問題と今後の課題

イギリス生活の経験をもつ佐藤先生。先
生が訪問したヨーロッパ各地の写真をまじ
えて進められるゼミは、海外旅行が趣味
の私は、とても魅力を感じますし、学ぶテー
マに興味を抱くきかっけにもなっています。

八木田 浩平さん

ここに魅力 !

共生社会経済学科の学び

経済系 共生社会系

現代の経済 社会政策

「未来石巻」という政策コンテストに取り組
み、石巻市長の前で堂 と々発表できたのも、
親身にサポートしてくださった佐藤先生の
おかげです。ゼミメンバーの仲が良くて、

みんなと学ぶのが、とても楽しいゼミです。

柳澤 美玖さん・菊地 倫子さん

宮地先生は、ひとつの問題に対する答
えだけでなく、「なぜそうなったのか」と
いう原因も、しっかり教えてくださいま
す。優しい感じで話される先生の関西

弁が、授業をより楽しくしています。

進藤 悠子さん

ここがポイント !

ここがわかりやすい !

経済学の基礎的な理論を学び、その基本的な考
え方を身につけます。また、共生社会を考える
上で重要な、経済の現状や動向についても理解
を深めます。

貧困や格差、ジェンダーや民族間の差別、少子
高齢化と社会保障のあり方など、社会で起きて
いるさまざまな問題を学び、解決のための取り
組みや政策、制度について考えます。

　社会保障論では、社会保障の歴
史や財政などと共に、生活保護など
の制度についても学びます。社会保
険論では、日本の社会保障の中心
である社会保険に焦点を当てます。
社会保障は、共生社会を考える上で
重要な政策であるだけでなく、実際
に誰もが関わるものでもあるため、
私たちが生活していく上でもとても
重要なものです。また、ファイナン
シャル・プランナーを目指す人にも、
ぜひ受講してほしいと思います。

社会保障論・社会保険論
年金や医療、どのくらい知っていますか

熊沢 由美 教授
【担当講義】 社会保障論、社会保険論
【ゼミのテーマ】 少子・高齢社会における
　　　　　 社会保障

優しくて頼もしい熊沢先生のもとで学んで
いるのは、私たちに関係が深い社会問題。
全ゼミ生の意見をもとに課題図書を決めて、
ペアでその内容を掘り下げます。身近なテー

マだからこそ、考える力が身につきます。

西條 夏美さん・鈴木 遊さん

ここが深い!

　経済学のエッセンスを学びながら、年代や性別、ハンディキャッ
プ、民族・文化の異なる多様な他者への理解を深め、共に生きる
発想に基づいて、新たな社会経済システムを構想し実践できるよう
な人材の育成を目指す。

1. 経済・政策・社会の視角から現代社会について理解を深め、新
　たな社会経済システムの構築に向けた提言能力や実践能力をも
　つ人材の育成を目指す。
2. 特に、人口減少・少子高齢化の下で、長期にわたって持続可能
　な社会経済システムを考える力を持つ人材の育成を目指す。
3. 自立した個人として、より望ましい人生を送るための生きる力と
　思考力を持つとともに、人と人との関係性のあり方にも配慮で
　きる人材を養成することを目指す。

1. 建学の精神を基礎に、自己と他者の自立性を尊重し、社会にお
　いて自ら果たすべき役割や責任を自覚し、他者と協働しつつ社会
　に貢献しようとする態度をもつこと。
2. 学ぶことの意義を理解し、その基礎となる技能（コミュニケーショ
　ン能力や情報リテラシーなど）の習得を通して、「自ら考える力」
　を身につけること。
3. 経済学の基礎・応用知識を体系的に理解し、それを基礎に現代
　社会の諸問題を把握し、分析する力をもつこと。
4. 現代日本における人口減少・少子高齢化という未曽有の社会的
　趨勢について、経済のみならず、社会構造の様態や政策、市民
　活動という観点から多角的に理解し、分析できる力をもつこと。
5. 生のスタイルの多様性を承認し、各人が尊厳ある生を営むこと
　のできる「共生社会」の意義を理解し、人口減少・少子高齢社
　会に対応しうる新たな社会経済システムの構築に向けた構想力、
　提言能力や実践的な解決能力を身につけること。
6. 国内外の不平等や経済格差、種々の差別の問題に対する関心と
　洞察力をもち、公正な社会と開かれた人間関係を志向する態度
　を身につけること。

〈理念・目的〉

〈教育目標〉

〈学士課程の到達目標〉

教員一覧

石川 真作
郭　 基煥
熊沢 由美
黒坂 愛衣
小宮 友根
齊藤 康則
佐久間 香子
佐藤　 滋
佐藤 　純
佐藤 康仁
谷　 達彦
前田 修也
宮地 克典

多文化共生社会論
共生社会概論
社会保障論
現代社会問題論
ジェンダー論
ボランティア・NPO論
社会開発論
地方財政論
経済史
加齢経済論
財政学
格差社会論
労働経済論



共生社会経済学科の学び  

　ジェンダー論は、私たち人間が
「性別」を持つ存在であるというこ
とがどのように「社会的」なこと
がらであるか、またそのことがど
のようにさまざまな不平等の問題
とかかわっているかを深く学ぶ学
問です。労働、恋愛、結婚、家族、
教育、マスメディア、漫画やアニ
メなど身近な現象を通して、性と
性別にかかわる問題が私たち全員
の生活と深くかかわっていること
を考えます。

　私のゼミではこれまで、所得格差・
貧困問題をテーマに活動に取り組ん
できました。より具体的には、教育
と進学格差、若年者雇用とブラック
企業、震災復興とコミュニティ再生
など、多岐に渡ります。また、例年、
慶應義塾大学、埼玉大学、帝京大学、
桃山学院大学、下関市立大学、弘
前大学と合同でゼミ合宿を開き、大
学を越えた交流・議論の場も作って
きました。社会問題の解決に意欲の
ある学生を待っています。

　今から25 年前の阪神・淡路大震
災で注目されたボランティア。その取
り組みは、東日本大震災をきっかけと
して、災害直後のガレキ拾いから、農
業・漁業の支援などへも拡がりを見せ
ています。講義では、それに先立つ水
俣病の被害者支援なども振り返りなが
ら、戦後日本におけるボランティアの
取り組みについて概説する一方、現在、
非営利組織が直面しつつある休眠預
金の利活用、社会的インパクト評価な
どの問題についても説明します。

　わたしは、ハンセン病問題および部
落差別問題を中心に、日本の社会問
題や差別問題の研究をしています。マ
イノリティ当事者たちの語りは、わた
したちに大きな気づきを与えてくれま
す。社会的多数者（マジョリティ）の
立場にある者の日常からは見えにく
い、社会的抑圧や排除の存在。その
なかを生き抜いてきた人々の、豊かな
生きざま。当事者存在のさまざまなあ
りよう……。講義では、当事者の生と
の〈出会い〉を大事にしたいと考えて
います。

　財政学では政府の経済活動につい
て学びます。保育、教育、社会保障、
景気対策など、政府は税金を財源に
様々な政策を行います。税金は何の
ためにどれくらい使うべきでしょうか、
誰がどれくらい負担するべきでしょう
か。日本の財政は巨額の借金を抱え
ていますが、財政の健全化はどのよう
に実現できるでしょうか。講義やゼミ
では財政学の基礎的な理論と日本財
政の制度・現状を学び、持続可能な
社会を支える財政のあり方について考
えます。

ボランティア・NPO論

差別問題論 財政学地方財政論ジェンダー論
ジェンダー平等な社会をつくる 不平等の現状を理解し、問題解決に立ち向かう

誰が、何のために活動するのか

当事者の声から考える 持続可能な社会を支える財政のあり方を考える

黒坂 愛衣 准教授
【担当講義】 現代社会問題論、現代社会と差別
【ゼミのテーマ】 日本の社会問題／差別問題
　               ―フィールドワークし、探求する

谷 達彦 准教授
【担当講義】 財政学Ⅰ・Ⅱ
【ゼミのテーマ】 現代日本の財政問題を考える

佐藤 滋 准教授
【担当講義】 地方財政論Ⅰ・Ⅱ
【ゼミのテーマ】 格差・貧困問題の現在と
　　　　　 福祉国家のゆくえ

黒坂先生は、自分で見聞きし、感じる
ことを大切にしています。それを率直に
言葉にして伝えられる環境もあります。
さらに、さまざまな問題に取り組むメン
バーがいるので、とても良い刺激を受け

ています。 平井 百香さん

ここが刺激的 !

学生が中心となり、良い意味で自由に研究
を進めています。それができるのは、谷先生
が学生を見守り、多角的なアドバイスをくだ
さるから。工場見学や他大学との合宿ゼミな
ど、大学外での活動も刺激になっています。

佐川 彬さん

ここが刺激に !

学生同士で意見を発表し合う機会が多
く、意見交換しながら理解を深めるこ
とができます。「社会問題を解決し、人々
の幸福に貢献したい」と思う学生にとっ
て、最適な学びの場であると思います。

千葉 彩夏さん

ここに納得 !

文献を読んで「問い」をたて、ディスカッ
ションをすることで考えをまとめていき
ます。実は「答え」同様、「問い」を見
つけるのが難しいことに、やってみて気
がつきました。これは新たな発見です。

齋藤 葵さん

ここに気がついた !

　わたしはこれまで、ボルネオ島（マ
レーシア）の熱帯雨林で暮らしてき
た人びとの生活から、人と自然のか
かわり、開発と環境問題について研
究してきました。日本にとって熱帯
雨林はどこか遠くの「別世界」かも
しれませんが、日本の日常生活は熱
帯雨林からの恵みと切り離すことは
できません。講義では、日本の日常
の延長線上にある「別世界」にある
諸問題を事例に、全ての人が持続可
能で豊かに生きることができる社会
について考えていきます。

社会開発論

　近年、日本にも外国出身の住民
や、外国人の観光客が目立つように
なってきました。外国人「労働者」
や外国人「観光客」の存在は、日
本経済を支える重要なファクターに
なっています。しかし、そうした人々
は、「労働者」や「観光客」である
以前にそれぞれの言葉や宗教、生活
習慣、つまり「文化」を持った人間
です。この授業では様々な国の事例
を参照しながら、様々な文化を持っ
た人々と共生できる社会のあり方を
考えます。

多文化共生社会論
外国人との共生をどう実現するか

石川 真作 教授
【担当講義】 多文化共生社会論、文化の多様性
【ゼミのテーマ】 多文化共生をめぐる
　　　　　 問題群を考察する

日本に在留する外国人に関する討論や、
課外活動での国際交流を通して、自分
の中の価値観や世界が広がるような体
験ができます。強面だけど（？）気さくな
石川先生は、ゼミ生の“第２のお父さん”

のような存在です。 渡邊 悠太さん

ここに発見がある !

小宮 友根 准教授
【担当講義】 ジェンダー論、
　　　　　 ジェンダー論の基礎
【ゼミのテーマ】 討論で学ぶジェンダー論

佐久間 香子 講師 
【担当講義】 社会開発論
【ゼミのテーマ】 「発展途上国」から考える
現代社会／環境と開発／資源開発問題

齊藤 康則 准教授
【担当講義】 ボランティア・NPO論
【ゼミのテーマ】 東日本大震災以降の市民社会と
　　　　　　  公共性のゆくえを考える

「他人事」を「自分事」として世界と向き合おう

「言葉だけは知っている」という概念や組
織などを、実際に聞き取り調査などを通
して理解を深めるゼミです。齊藤先生は、
とてもおもしろい先生で、先生の体験談

や雑談を待っている学生も多いのです。

伊藤 舜祐さん・小池 茉里奈さん

ここが楽しい!ここに重みがある !

　自らが所属するネーション（国民／
民族、場合によっては国家）を尊重
する意識や感情、行動を示すものとし
てのナショナリズムは、しばしば人の
激しい情動を動員し、ときに排外的な
行動を誘発することがある。なぜだろ
う。グローバル化の時代においても勢
いが衰えない執拗さは何故のものだろ
う。自分の民族を愛すことは「当たり
前」だろうか。「民族」は太古からあり、
永遠に続くもの、だろうか。講義やゼ
ミでは、ナショナリズムをめぐる諸現
象とその由来、未来について考えるこ
とを一つの柱としています。

ナショナリズム論
「ネーションへの愛着」は何をもたらすのか

郭先生のお話から多くのことを学び、「知
ること」が楽しくなりました。思考する
力が豊かになったとも感じています。そ
して花見、合宿、学祭出店など、イベ
ントも盛りだくさん。充実した学生生活

を送っています。 中村侑樹さん

ここが充実 !

郭 基煥 教授
【担当講義】 共生社会概論、
　　　　グローバリズムとナショナリズム
【ゼミのテーマ】 現代社会における社会問題／文化事象

こ

「世界ではこういうことが起きている」だ
けで終わらせず、自分たちは何ができる
のかを考え、学生同士で意見交換をして
います。先生が見聞きしてきたことが随
所に散りばめられ、重みのある学びがで

きています。 望月 薫さん



調査系

調査系

体験系

体験系

調査系

　フィールドワークは共生社会経済学科の目玉授業のひとつです。2 年次に「フィールドワークの基礎」で 6 つの

実習の概要を学び、3 年次にその中から最大 2 つまで選んで履修できます。実習は大きくわけて調査系と体験系

の2種類があり、調査系では被災地復興に携わる非営利組織の人たちや、マイノリティの人たちの声を聞き取ります。

体験系では病院や高齢者施設、子育て支援施設などで実際に現場の労働を体験、また韓国訪問を通じて日韓関係

についての理解を深めます。さまざまに立場の異なる人たちとの交流は、教室で学んだ知識を、社会の現場で使

える、血の通ったものにしてくれるでしょう。

　社会問題や差別問題の現場を訪問し、社会的弱者や社会的少数者の立場

にある人びとがどのような人生を歩んできたのか、一人ひとりのライフス

トーリーをていねいにうかがい記録する「聞き取り」に挑戦します（福島

県内の仮設住宅／関東地方の被差別部落／東北地方の国立ハンセン病療養

所、いずれかを予定）。当事者との出逢いをとおして、当該の問題への理

解を深めるとともに、わたしたちの社会が多様な人びとで構成されている

ことへの感性と、社会問題や差別問題を自分自身に結び付けて考えていく

力を涵養します。自分とは異なる背景をもつ他者の語りを《共感的に理解

する》ことが重要です。そのおもしろさ、奥深さを、ぜひ知ってください。

　このコースでは、様々な多文化共生の現場を訪ねて「参与観察」を中心と

した調査を行います。参与観察とは自分自身で体験しながら学ぶ調査のやり

方です。

　外国出身の住民が増加してきたのを受けて、異なった文化を持った人々と

の共生を目指す「多文化共生」への取り組みが各地で行われるようになって

います。こうした取り組みについて、宮城県周辺で行われているNPOなど

による外国人支援の現場に参加します。また、関東あるいは中部の外国人労

働者の多い地域に出向き、イベントに参加するなどして、現地の外国人住民、

NPO関係者や学生と交流しつつ、様々な取り組みを学ぶ機会を持ちます。

　このコースではマレーシアを訪問します。マレーシアと聞いて、皆さんは何

を思い浮かべるでしょうか？暑い、イスラーム、オランウータン、あるいは、

特に何も思い浮かばない、という人もいるでしょう。赤道直下に位置するこの

国は、南シナ海をはさんで西側のマレー半島と、東側のボルネオ島があります。

気候、政治、社会に違いがありますが、ともに古くから日本とのかかわりがあ

る地域です。このコースでは主に東側にあるサラワク州の熱帯雨林とそこに暮

らす人びとの生活を体験します。この体験を通して、熱帯アジアの自然や人、

それらをとりまく事象について、日本で暮らす自分たちのことと関連付けて考

察する視点と感性を身につけることを目的としています。

　高齢者施設または病院で、職場体験またはボランティアを体験します。

高齢者施設では、レクリエーションなどを通して利用者と交流します。

病院では、総合案内や院内図書館、小児病棟での活動などを体験します。

また、車いす体験や高齢者疑似体験、妊婦疑似体験も予定しています。

　現場を体験することで、福祉・医療について理解を深めます。施設で

出会う人たちとの交流を通して、自分とは年齢や健康状態が異なる人た

ちへの理解も深めます。また、施設へ行くことは社会に出ることでもあ

ります。社会人として何が必要か、考える良い機会にもなります。

当事者の語りから
社会問題を学ぶ

施設実習を通して
「福祉・医療の現場」を体験する多文化共生を学ぶ

NPO（非営利組織）の
社会的意義を学ぶ

熱帯雨林体験から
私たちの暮らしを考える

▲栃木の被差別部落でのライフストーリー聞き取り

▲イスラーム教のモスクでワークショップ

※フィールドワークの内容は変更されることがあります。

▲農業再生に取り組むNPOの代表から話を聞く

　特定非営利活動促進法の施行（1998年）から15年以上が経過する中、

NPO・一般社団法人などの非営利組織は、私たちの日常生活の中でも多く

見られるようになりました。とりわけ東日本大震災以降、宮城県では震災復

興、被災者支援に取り組む団体も増加しつつあります。「大震災後の非営利

組織のあり方に関する調査」をテーマとするこのフィールドワークでは、地

域福祉・まちづくり・環境保護・教育支援などの分野において、実際に活動

を担っている人々から話を伺うことを通して、それぞれの団体が設立された

経緯や歴史を知るだけでなく、非営利組織が現在直面している人材難・資金

難などの組織課題を具体的に明らかにすることを主眼としています。

　毎年、年度の終わりには「フィールドワーク合同報告会」が開催され
ます。それぞれのフィールドワークを受講した学生たちが、自分たち
の活動内容とそこで学んだことを大勢の学生の前で発表する、授業の
集大成の場です。学生たちは実習を振り返って報告書を作ったり、ス
ライドを作成したりしながら、自分たちが何を学ぶことができたのか
をあらためて整理して他の学生に伝えます。また、他の学生の報告を
聞くことで、自分が足を運ばなかった多様な「現場」への想像力も養い
ます。現場で身につけた見識を披露する学生たちの表情はとても充実
感にあふれています。みなさんも共生社会経済学科に入ったら、ぜひ
フィールドワークの醍醐味を感じてみてください。

合同報告会

体験系
　「夫が働いてお金を稼ぎ、妻は家庭で子育てをする」、そんな社会は過去のも

のとなりつつあります。性別に関わりなく働き、また育児にも携わることがで

きるようにすることは、自由で平等な社会を作り、少子化の困難を乗り越える

ためのきわめて重要な課題です。他方で、特に女性が子育てに携わりながら働

く環境はまだ十分に整っているとは言えません。そうした中で、子育ての社会

的支援の意義はますます大きくなっています。このコースでは、仙台市内の児

童館と子育て支援施設で実習をおこなうことで、子育て支援の意義を学びます。

子どもたちはもちろん、職員や保護者の方々との交流を通じて、子育ての現場

にどんな苦労や努力、工夫があるのかについて理解を深めましょう。

子育ての社会的支援の
意義を学ぶ

▲児童館で子どもたちと

▲家族で陸稲の収穫をする様子

▲高齢者施設でのレクリエーションの様子



　ぼくたちPOSSEは、現代の労働・貧困問題を、若者自身で改善し

ていく活動をしています。労働相談・生活相談を受け、現場の実態調査

を行い、問題解決のための政策提言を行っています。ブラック企業問

題にいち早く取り組み、日々の労働相談から現場の実態を明らかにし、

社会に発信してきました。これらの取り組みは、行政がブラック企業対

策を実施するなど、社会を動かす結果を生んでいます。

　現在では、ブラック企業問題の他、ブラックバイトや奨学金、生活

保護の問題に取り組んでいます。相談活動では労働法をはじめ各法律

を駆使し、違法を是正させ権利の実現を支援します。現場に参加するこ

とで、大学生が生きた知識を実践的に学ぶ機会となります。社会をつく

る担い手が増えていくことを期待しています。

　学生時代のボランティア体験は、自分を変えるとてもいいチャン

スです。実際に車椅子で歩いてみると違う景色・見えないものが見

えたり、お年寄りの介助で相手の気持ちを理解する、あるいは理解

できない自分を発見する…年齢や立場の異なる人と、具体的にふれ

あう体験にこそ、人として大切な“気づき”があります。ボランティ

ア活動に参加すると「自分が必要とされている」と実感できる瞬間

が必ずあります。それが、生きる自信となり、他者とのふれあいを

自分の鏡と考えることで、新しい、色々な自分を見つけられるはず

です。私は、ボランティアの場に広がる「ありがとう」の輪の中にこそ、

次の時代に必要な活動が芽吹くと信じています。

ボランティアステーションスタッフ

共生社会経済学科 4 年　村上 ひなのさん
　東日本大震災で私自身も被災し、たくさんの方々に支援をいただいた

り、ボランティアの方々に助けていただきました。その経験から、「私も

困っている人の助けになることができれば」という思いを抱くようになり、

東北学院大学災害ボランティアステーションに入りました。現在は気仙

沼や雄勝、牡鹿、山元、七ヶ浜などでの活動に参加しています。

　ボランティアステーションでの活動を通して強く感じるのは、震災か

ら10 年近くが経過しようとしている現在も、ボランティアの手を必要と

している人がいるということです。その一方で、被災地の方々の前を向

いて進んでいる姿も印象に残ります。

　また、ボランティア活動をしていて良かったと思うのは、各地域で生

きる方々の“温かさ”を感じられたことです。さらに、その方々との交

流を通して、地域の魅力も知ることができました。そして何といっても「あ

りがとう」と声をかけていただけるのが、とてもうれしいですし、やりが

いを感じます。活動を継続する中で、人と人とのつながりが構築できる

のも、やって良かったと思う点です。

　今後は、これまでのボランティア活動で実際に足を運んで知った地域

の魅力を発信して、少しでもそこに住む方々のプラスになることができれ

ば良いなと思っています。このような機会を得られたのも、経済につい

て学べるだけでなく、社会保障やボランティアといった分野も学べる共

生社会経済学科ならではのことだと思います。現代社会について理解

を深めながら、ボランティア活動も続けて、実りある大学生活にしてい

きたいです。

ボランティア活動の中で、
問題発見・解決能力を高める。

他者とともに生きる体験…
そこに大切な“気づき”があります。

格差社会論

ボランティア活動

人とふれあうことで、
より地域に密着した支援を。

特殊講義

NPO 法人 POSSE 　仙台支部代表 

ブラックバイトユニオン 相談員

森  進生さん

仙台市太白区　レクリエーション協会

会長

村田 耕造さん

Profile
1989年生まれ。仙台POSSE 代表。東日本大震災以降、仙台で被災者支援に取り組
んできた。現在では労働相談や生活相談を通じて、労働問題・貧困問題を中心に取り
組んでいる。

Profile
教員として障がい者教育・福祉の仕事に長く携わる。現在ボランティア・アドバイザー
として活躍中で、レクリエーション活動と、五感で自然を体験する「シェアリングネイ
チャー」のエキスパートでもある。

　オムニバス形式となっていて、複数の教員が担当する講義です。

格差社会論では、国内外のさまざまな格差問題を取り上げます。講

義内容をもとにした書籍も発行されていて、格差問題について多面

的に、深く学ぶことができます。2021年度は、雇用格差、健康格

差、世代間格差、アメリカ、中国、および韓国における格差などが

テーマです。

　さまざまな分野で活躍されている方々を講師としてお招きします。

いま何がおきているのか、何が必要とされているのか。さまざまな

分野の「現在」にふれてください。2021年度は「障害者福祉の基礎」

と「社会における公衆衛生」の二つを予定しています。

国内外の格差を解消するためには

　皆さん、こんにちは。特殊講義Ⅰ「障害者
福祉の基礎」を担当しております伊藤です。
　私は生まれつきの希少難病により車いす生
活を送っています。足が不自由なために外出
困難であった経験から、外出のすることの喜
びを多くの方へ伝えるためNPO活動をライ
フワークに、また、精神に障害がある方をサ
ポートする仕事をしております。
　2016年4月から障害者差別解消法という法律がはじまりました。
本大学でも障害がある学生が当然の権利として勉学に励めるよう、
様々な施策に取り組んでおります。障害の範囲が拡大し、一目では
障害があると認識できない人も増えている現在、皆さんの友人、知
人等身近なところに障害がある人がいるといってよい時代になりま
した。
　皆さんに期待することは、社会の中にあるバリアに対する感受性
を高め、自分の言葉で意見表明できること。それにより共感力が磨
かれ共生社会を創る礎になるでしょう。

伊藤  清市  先生



　格差やジェンダー問題などに興味があり、この学科なら多様な人たちへ

の理解を深め、共感力を磨けるのではないかと思い、選択しました。現在

は、女性差別や両立支援によるジェンダー問題を取り上げるゼミの活動に

力を入れています。自分で考えた問いに関して、ゼミの仲間と意見を交換

できるので、思考力やコミュニケーション能力の向上が図られていると感

じます。また、私は陸上競技部に所属しており、全国大会出場という大き

な目標に向かい、練習に取り組んでいます。学業も部活動も、目標を定め

て行動計画を立て、実践を積み重ねることで、短所を長所に変え、長所は

より強化しようと努力を続ける毎日です。

　共生社会経済学科を選択したのは、演習やフィールドワークというアク
ティブな授業を通して、私が興味をもっている少子高齢化問題や、子育て
に関する問題について学ぶことができることを知ったからです。そしてい
ま、希望通りの実践を伴う授業の中で、好きなテーマを設定し、研究を続
けています。そんな学生生活の中で大切にしているのは、常に挑戦する気
持ちを忘れないということ。学生のうちにさまざまなことに挑戦し、とき
には失敗から学んで成長したいと思っています。いまは新型コロナウイル
ス感染症によって、例年とは異なる行動が求められていますが、変化して
いく環境に柔軟に対応しながら、大学生活をより充実させたいと思います。
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起床
朝食はご飯派。しっかり食べて、身
支度を整えます。

勉強
公務員を目指しているので、前日の勉強の
復習を朝のうちに行ってから家を出ます。

昼食
友だちと一緒に学食へ。チキン竜田
丼と塩から揚げ丼がオススメです。

授業
興味のあるテーマ「少子化」について、
教授のもとで知識を深めます。

アルバイト
帰宅後、近所の薬局でアルバイト。白衣に
憧れたのですが、結局着られませんでした。

勉強
その日の復習および公務員の勉強を
します。コツコツが大切です。

就寝
疲れた日は、早めに就寝することを
心がけています。

丹野 颯一朗さんの主な 1日

起床・朝食
オンデマンドの授業が多いのです
が、決まった時間に起床します。

講義
オンデマンド授業。重要点を聞き直
しながら取り組んでいます。

昼食
自宅で昼食。のんびり過ごします。

講義
部活動に行く時間まで授業を受けま
す。

菅原 有咲さん

共生社会経済学科 2年
【宮城県／東北高等学校出身】

泉
キャンパス

土樋
キャンパス

私の時間割【2年次前期】 私の時間割【3年次後期】

菅原 有咲さんの主な 1日

1

2

3

4

5

英語ⅡA

東北地域論

メディアリテラシー

----

体育講義

----

----

----

日本国憲法

加齢経済論

財政学Ⅰ

演習Ⅰ

----

----

----

法学

地域の課題

----

----

健康の科学

現代の政治

----

月 火 水 金

丹野 颯一朗さん

共生社会経済学科 3年
【山形県／上山明新館高等学校 出身】

と
き
に
は
失
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し
て
も
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を
続
け
、

経
験
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
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ま
す
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自
分
が
決
め
た
テ
ー
マ
で
討
論
で
き
る
の
が
魅
力
。

部
活
動
の
陸
上
で
は
全
国
大
会
出
場
が
目
標
で
す
。

フィールドワー
クの基礎

資本主義社会
入門Ⅰ

木

全　
　

休

土

8:00

9:00

12:30

13:00

学校に向かう
自宅から学校まで約1時間30分ほ
どかかるので、早めに出発。

14:30

部活動
目標に向かって、日々の練習に取り
組んでいます。

16:30

帰宅・帰宅後
帰宅する時間は比較的遅いですが、
しっかりと夕食をとります。

20:30

フィットネス
（スポーツ実習）

1

2

3

4

5

----

----

経済史Ⅱ

アジア経済論Ⅱ

格差社会論Ⅱ

----

労働経済論Ⅱ

----

社会保険論

----

----

----

演習Ⅱ

----

----

----

----

----

----

火 水 金

フィールドワーク
Ⅰc全　

　

休

全　
　

休

土月 木



■ 建設業 
㈱アーネストワン
旭ビルト工業㈱
㈱一条工務店宮城
栄喜工業㈱
㈱エフティ東北
㈱オーテック
クリエイトホーム㈱
弘栄設備工業㈱
㈱佐々木組
真栄住設
セキスイハイム東北㈱
セコムエンジニアリング㈱
大和電設工業㈱
大和ハウス工業㈱
㈱タカヤ
東北ミサワホーム㈱
東和総合住宅㈱
㈱中里工務店
日本住宅㈱
㈱日本ハウスホールディングス
長谷川体育施設㈱
㈱プライムハウス
三井ホーム㈱
㈱森本組
㈱ユアテック

■ 製造業 
愛知時計電機㈱
アイリスオーヤマ㈱
㈱アステム
アリオンテック㈱
永大産業㈱
ＡＲＣ㈱
㈱鐘崎
北日本電線㈱
㈱仙台ニコン
大和冷機工業㈱
㈱タカシン
タカラスタンダード㈱
㈱東京めいらく
東北エプソン㈱
㈱東北機械製作所
東北三和鋼器㈱
東北セラミック㈱
東北ポール㈱
日本原燃㈱
㈱ビー・プロ
福島キヤノン㈱
㈱ホクエツ
㈱北鹿新聞社
㈱ミクロ
宮城東洋㈱
㈱ライフフーズ
理研計器㈱
リコーインダストリー㈱

■ 運輸・通信業 
アーク引越センター㈱

㈱エイチ・アイ・エス
ＡＮＡエアポートサービス㈱
佐川急便㈱
㈱ＪＴＢ東北
セイノースーパーエクスプレス㈱
西武鉄道㈱
センコーグループホールディングス㈱
津軽海峡フェリー㈱
㈱東北丸和ロジスティクス
日本郵便㈱
東日本旅客鉄道㈱
北海道旅客鉄道㈱
宮城交通㈱

■ 卸売業
アキラ機電㈱
仙台リーディング㈱
㈱ＩＤＯＭ
ＥＮＥＯＳグローブエナジー㈱
㈱エフ・エー・アネックス
岡崎医療㈱
岡田電気産業㈱
㈱小田島
㈱小樽飯櫃
㈱落合
花王カスタマーマーケティング㈱
カメイ㈱
ケルヒャージャパン㈱
㈱高速
コクヨ東北販売㈱
コセキ㈱
コネクシオ㈱
佐藤㈱
㈱サマンサタバサジャパンリミテッド
サンテレホン㈱
㈱ジェイシーエス
㈱シバタインテック
ジャペル㈱
㈱スズキ自販宮城
㈱タカムラ
㈱テレ・マーカー
東北エア・ウォーター㈱
トヨタ部品福島共販㈱
日通商事㈱
日本ハム東販売㈱
㈱バイタルネット
パナソニックコンシューマーマーケティング㈱
東日本フード㈱
富士ゼロックス宮城㈱
ブリヂストンタイヤジャパン㈱
㈱ベイクルーズ
ホシザキ東北㈱
三菱電機住環境システムズ㈱
㈱南東北クボタ
宮城県管工業協同組合
㈱メディセオ
㈱メルカリ
渡辺パイプ㈱

■ 小売業
アークランドサカモト㈱
青山商事㈱
㈱赤尾
㈱アクセ
㈱アダストリア
㈲アトゥンズ
イオンスーパーセンター㈱
イオンリテール㈱
いわて生活協同組合
ウエルシア薬局㈱
㈱エービーシー・マート
㈱ENEOSジェネレーションズ
MXモバイリング㈱
遠藤商事㈱
㈱柏屋
兼松コミュニケーションズ㈱
㈱清川屋
コストコホールセールジャパン㈱
㈱産電
ＪＲ東日本東北総合サービス㈱
仙台トヨペツト㈱
㈱仙台三越
㈱タックス宮城野
ＤＣＭホーマック㈱
㈱デンコードー
㈱東京インテリア家具
東京スバル自動車㈱
㈱とみひろ
トヨタカローラ岩手㈱
トヨタカローラ福島㈱
トヨタカローラ山形㈱
㈱ナイス
日産プリンス岩手販売㈱
日産プリンス宮城販売㈱
日産プリンス山形販売㈱
㈱ニトリ
㈱ネクステージ
ネッツトヨタ仙台㈱
㈱はま寿司
ハミューレ㈱
㈱ビッグボーイジャパン
㈱ビッグモーター
福島トヨタ自動車㈱
福島日産自動車㈱
㈱藤崎
㈱フロンティア
マックスバリュ南東北㈱
㈱三峰
ミニストップ㈱
みやぎ生活協同組合
宮城トヨタ自動車㈱
ミライフ東日本㈱
㈱薬王堂
㈱ヤマザワ
㈱ヤマザワ薬品
㈱やまや
㈱ヨドバシカメラ
㈱利久

㈱ロイヤルオートサービス

■ 金融業 
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
㈱青森銀行
秋田信用金庫
秋田おばこ農業協同組合
㈱秋田銀行
石巻信用金庫
一関信用金庫
㈱岩手銀行
岩手県農業共済組合連合会
羽後信用金庫
エルズサポート㈱
金山農業協同組合
㈱かんぽ生命保険
㈱北日本銀行
㈱きらやか銀行
㈱グッチグループジャパン・ホールディング
㈱七十七銀行
㈱ジャックス
㈱荘内銀行
新みやぎ農業協同組合
全国共済農業協同組合連合会
㈱仙台銀行
仙台農業協同組合
仙南信用金庫
相双五城信用組合
第一生命保険㈱
㈱大東銀行
鶴岡市農業協同組合
㈱東邦銀行
東北労働金庫
㈱トラストライフ
日本銀行
㈱日本政策金融公庫
日本生命保険相互会社
農林中央金庫
花巻農業協同組合
㈱ヒノキヤグループ
フォーシーズ㈱
福島信用金庫
福島県農業共済組合
ふくしま未来農業協同組合
富国生命保険相互会社
古川信用組合
㈱フルキャストホールディングス
㈱北都銀行
三井住友海上火災保険㈱
三井住友信託銀行㈱
明治安田生命保険相互会社
杜の都信用金庫
山形おきたま農業協同組合
㈱山形銀行
山形市農業協同組合
㈱ゆうちょ銀行
夢みなみ農業協同組合

■ 不動産業 
㈱大倉
㈱オープンハウス
㈱進和商事
住友不動産販売㈱
大東建託リーシング㈱
大和リビングマネジメント㈱
東急リバブル㈱
㈱ネクスコ東日本トラスティ
㈱ＢＲＩ
㈱ボルテックス
三井不動産リアルティ東北㈱
㈱ミニミニ
㈱ワールドアイシティ

■ サービス業 
アースサポート㈱
㈱アイアンドシーパートナーズ
ITX ㈱
㈱アイネット
ＡｔｅｌｉｅｒＡｑｒｅａｔｅ
㈱泉
㈱インターワークス
㈱ＡＰパートナーズ
㈱ＮＴＴ東日本ー東北
㈱エフアンドエム
㈱エルピダあおば
奥州商工会議所
社会福祉法人大崎市社会福祉協議会
一般財団法人大原記念財団
㈱オープンループパートナーズ
㈱カナモト
㈱河北アド・センター
㈱キドラズ
㈱ＫＤＤＩエボルバ
コベルコシステム㈱
サイバーコム㈱
㈱ＳＯＭＥ
三恵商事㈱
㈱ジー・アイ・ピー
㈱ＧＭ７
㈱ JR東日本ステーションサービス
㈱シムックス
社会福祉法人愛宕福祉会
社会福祉法人登米市社会福祉協議会
㈱ジョインセレモニー
㈱進興メディカルサポート
㈱清月記
全国健康保険協会
全国大学生活協同組合連合会
仙台国際ホテル㈱
仙台商工会議所
綜合警備保障㈱
タイムズモビリティネットワークス㈱
ディップ㈱
㈱デイリースポーツ案内広告社
㈱テクノプロ　テクノプロ・IT 社
㈱東京アカデミー
学校法人東北医科薬科大学

東洋ワーク㈱
独立行政法人高齢・障害・求職
者雇用支援機構
トランス・コスモス㈱
中道リース㈱
ナレッジスイート㈱
㈱ニチイ学館
日建リース工業㈱
日本赤十字社
㈱日本パーソナルビジネス
㈱ニューリース
㈱ネオキャリア
パーソルプロセス＆テクノロジー㈱
㈱ハイマックス
㈱花山サンゼット
㈱ばんぺいゆ
㈱ビーネックスグループ
㈱ビデオリサーチコムハウス
㈱フジビジネスセンター
㈱ブランジスタ
㈱ベネッセスタイルケア
㈱マーベリック
㈱マイナビ
㈱マクロミル
マルチプライ㈱
㈱ミス・パリ
一般社団法人宮城県畜産協会
公益財団法人宮城厚生協会
メディアシステム㈱
一般社団法人山形市医師会
㈱有朋社
陽光ビルサービス㈱
㈱リンクアカデミー
㈱レソリューション
㈱ワークポート
㈱ワールドストアパートナーズ
㈱Ｗｉｚ
㈱ワキタ

■ 公務員
労働基準監督官
自衛隊一般曹候補生（陸上）
自衛隊自衛官候補生（海上）
地方公務員（石巻市）
地方公務員（岩沼市）
地方公務員（神奈川県・警察官）
地方公務員（塩竃市）
地方公務員（仙台市消防局）
地方公務員（相馬市）
地方公務員（多賀城市）
地方公務員（福島県）
地方公務員（川内村）
地方公務員（福島県・警察官）
地方公務員（古殿町）
地方公務員（北海道・警察官）
地方公務員（宮城県・警察官）
地方公務員（守谷市）
地方公務員（福島県・上級・警察事務）
地方公務員（本宮市）

主な就職先（過去3年間）

建設：10.5%

業種別就職状況（男子） 業種別就職状況（女子）

小売：19.1%金融：10.4%

サービス業：27.8%

公務員：3.5% 公務員：8.6%

製造：4.4%
製造：3.5%

卸売：13.0%

建設：5.2%

小売：24.1%

金融：19.0%

不動産：1.7%不動産：5.2%

サービス業：24.1%

運輸･通信：1.7%
卸売：12.1%運輸･通信：6.1%

2020年 3月末時点

詳しくは大学のホームページをご覧ください。

2019年度  業種別就職状況

（男子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女子）

2020年 3月末時点

充実の就職活動支援（一般企業）

　私が手がける仕事は 2つあり、その1つ目は自治体と連携したまち

づくり事業です。地域の課題を吸い上げ、行政と連携して解決する仕

組みをつくったり、人を呼び込むイベントを開催したり、地域で活躍す

る人材の育成などをしています。主に観光やインバウンド、農業、六

次産業化、ふるさと納税の分野です。現在、私はプロコンサルティン

グ部に所属していますが、「プロコンサル」というのは、単に「プロフェッ

ショナル」という意味ではなく、「as a Player for Locals」という地

域に根ざしたプレーヤー、地域の課題を最前線で解決する人として、

地域で旗を振るリーダーという意味があります。

　2つ目は、産後ケアの仕事です。2020 年に産後ケアの専門資格「産

後ドゥーラ」を取得し、会社の新規事業として訪問型の産後ケア事業

に携わっています。

　「地域の課題」と、ひと口に言っても、お金や仕組みに関すること、

また人材不足や高齢化など、たくさんの課題があります。大学では、

地方財政や社会保障について学びましたが、「地域の課題」を分析し、

未来を見据えたソリューションを導く視点やプロセスに、これらの学び

が活かされていると感じています。また、多文化共生や共生社会概論

なども学びました。それにより、自分とバックグラウンドが違う人に理

解を示し、他者が必要としていることを先回りして「かゆい所に手が届

く」サービスを考えられるようになりました。

　共生社会経済学科での学びは、どんな分野にも活かすことができる

“社会を見る目”を養うものです。これからの時代に必要とされる力を

身につけたい人にお勧めしたいですし、「地域を盛り上げたい」、「人の

役に立ちたい」という想いを持つ人にはぴったりの学科だと思います。

大学で“社会を見る目”を養い、
まちづくり事業に取り組んでいます。

株式会社VISIT 東北

中原 絵梨香 さん

Profile
2014 年・東北学院大学経済学部共
生社会経済学科卒業。「『福祉＋経済』
という観点で学べるのがこの学科の
魅力。『社会課題がどれだけの損失を
生むか』という視点が必要だからです」
と話す。

共生社会経済学科の 就職率

95.6％共生社会学科の就職率
（男子：95.8%、女子：95.1%）就職者数 /就職希望者数



芳賀 優香 さ ん 佐藤 沙耶 さ ん 渡辺 皓貴 さ ん 高橋 優大 さ ん

佐藤 高志 さ ん

「まずやってみる」の精神と

親しみやすさで仕事にまい進。

お客さまの立場でご提案できる

「ハウジングアドバイザー」に。

異なる文化や価値観をもつ人とも、

理解し合う姿勢が活きています。

大学で培った思いやりの気持ちが、

仕事に活かされています。

大学で磨いた共感力を活かし、

相手の立場に立った仕事を。

課題を多角的に見つめて、

安心して暮らせる地域づくりを。

地域の皆さんの思いに寄り添い、

課題解決のお手伝いを。

コミュニケーション力を発揮し、

銀行の固いイメージを払拭。

臼井 里那 さ ん 神　正光 さ ん 村山 由希也 さ ん

山形県寒河江市役所
勤務

社会福祉法人 
大崎市社会福祉協議会
勤務

株式会社 桧家住宅
勤務

東日本旅客鉄道㈱
勤務

運輸・交通業 不動産業

社会福祉事業公務員

大学院 製薬業

公的金融機関公務員

日本銀行勤務

アッヴィ合同会社
勤務

名古屋大学大学院 
国際開発研究科

三種町役場
勤務

　車内での切符販売や放送でのご案内などを行っていま
す。お客さまと直接ふれあう仕事なので、話しかけやすい
車掌でいることを心がけています。大学時代、ゼミなどを通
じて養った「まずやってみる」という精神をいまの仕事にも
活かし、親しみのある鉄道員を目指していきます。

　総合住宅展示場に来られたお客さまをご案内しながら
ニーズを引き出し、ご要望に合った土地やプランの提案、お
見積りの提示までを行っています。大学では、相手の立場
で物事を考えることの大切さを学びました。この学びを生
かし、お客さまの立場でご提案できる、本当の意味での「ハ
ウジングアドバイザー」として、お客さまに接しています。

　「持続可能な開発」をテーマに、開発や開発政策の効果
が正しいかどうかを判断できるプロフェッショナルになること
を目指して大学院で学んでいます。この研究科には留学生
が多数在籍しているので、学部において学んだ、文化ある
いは宗教の異なる他者への理解について日常の様々な場
面で活かすことができています。

　MR（医薬情報担当者）として私が向き合っているのは、
医療従事者と患者様、そしてそのご家族です。その方々が
求めているものを探り、不安や痛みにフォーカスを当てると
き、この学科で培った広い視野と相手を思いやる気持ちが
活かされていると感じます。これからも相手の視点で考え、
地域医療の発展に携わっていきます。

　住民の暮らしや健康、福祉に関する施策、環境・まちづく
りを行う仕事を行っています。大学では共感力を磨くフィー
ルドワークやゼミを通して、自分とは異なる生活環境を体
験。相手の立場になってものごとを捉えることの重要性を
学びました。この学びを市民の方々の悩みや要望を共有
することに活かしていきます。

　この学科では、多角的な視点を持つことの大切さを学
び、そのことによって普段の生活では気づかなかった「現
実」を知ることができました。その学びを仕事に活かして、さ
まざまな視点から地域が抱える課題と向き合い、考えていく
ことで解決策を見つけて、地域住民の方々が安心して暮ら
せる地域づくりの力になりたいと思います。

　町役場に勤務し、商工観光交流課と緊急経済対策室の
仕事を兼務しています。学生時代、ゼミで津波の被害を受
けた方々にお話を聞くなどの体験を通して、いま起きている
ことが他人ごとではないと思えるようになりました。そのとき
の気持ちを忘れずに、地域の皆さんが抱える課題や不安
に寄り添って、解決への手伝いができればと考えています。

　現在、私は金融機関や官公庁との現金の受払や損傷通
貨の引換事務等を行っています。日本銀行は「固そうで入
りづらい」イメージがあるようです。そこで大学で培ったコ
ミュニケーション力を活かし、お客さまの気持ちが、少しでも
和らぐよう心がけています。これからも国民の皆さまが安心
して暮らせるよう、日本経済を支えていきたいです。

詳しくはWebで
ご覧ください。 共生社会経済学科


